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○研究目的

　本研究では、店舗毎の商品情報や店舗そのものの情報をユーザー同士が共有、検討しより良い買い物を実現すると共に、店舗自身もその評価を受け入れ、悪いとされる点を改善、良いとされる部分を伸ばし、その地域市場の活性化を促す事を目的とする。

○期待される効果

　本研究では、店舗毎に異なる商品の価格や品質の差を、ユーザー同士で相互評価を行う事でより安く、より良い品物を買う事を実現する。
　また、店舗毎の評価をユーザーだけでなく、店舗自身もその評価を得る事で、店舗の良し悪しを知り、それを改善、強化していく事でより地域に根差した店づくりを実現する。
○研究概要

　本研究では、ユーザー間の店舗、商品評価に加え、店舗側の評価に対するフィードバックを取る事での地域市場の活性化を支援する。

　現在、大手通信販売サイトなどでも商品に対する評価などが導入されている。私自身、その評価を参考にして商品の購入に踏み切る事は少なくない。しかし、このシステムには大きな問題があり、発売前の、まだ評価の対象にするべきではない商品に対しても評価が行われ、その結果売れ行きが大きく左右されているのだ。また、実際に購入していない場合にも評価が出来る為、一種のネガティブキャンペーンを行う事も不可能ではない状況なのだ。
　本研究における店舗、商品評価ではそれぞれ商品の価格、接客の態度、商品の質や鮮度、サービスの充実具合等、５つの段階に分ける事でより簡易に評価を行えるようにする。それに加え、任意で評価コメントを投稿出来る様にし、点数で計れないポイントを紹介する事に役立てる。また、そのコメントの正確性に対しても投票制を設ける事で、情報に対する信頼性を高め、情報の取捨選択をしやすくする。前述した通信販売などの商品は、実際に見る事が出来ず、価格もそれなりな為に他人の評価に頼るしかないが、今回は店舗やそこで扱う商品その物に対してなので、実際に評価者自身が体験し、より生きた評価を提供する事が可能となる。
　それらに対して店舗側は、店舗そのものや商品に関する良いとされた点を伸ばし、悪いとされた点の改善を目指す事でフィードバックとする。ユーザーの評価を参考にし、価格、接客、品質、サービス等、店舗に求められる要素を充実させる事で、地域に親しまれる店作りの実現を目指していく。
